
令和 6 年 5 月 

「医療従事者の負担軽減及び処遇の改善に資する計画」 

 

一般社団法人 巨樹の会 新上三川病院 

院長 大上 仁志 

 

当院では医療従事者の負担軽減及び処遇改善のため、下記の項目について取り組みを行っ

ております。 

 

■医療従事者の負担軽減及び処遇の改善に資する計画の具体的な取組内容 

○医師の負担軽減及び処遇の改善に資する体制の具体的な取組内容 

1.医師と多職種との役割分担 

・多職種からなる各委員会にて課題解決の取組 

・看護師による点滴ルートの確保/静脈注射等の実施 

・看護師、事務職による検査手順/入院事前説明の実施 

・クリニカルパスの継続的な見直し 

・多職種による患者・家族への対応 

・薬剤師による服薬指導 

・医師の指示のもと、医師事務作業補助者による診断書の作成、電子カルテの代行入力 

（主治医意見書、診療録記載、書類類作成など） 

 ・医師事務作業補助の分母拡大 

 ・医師の指示・管理のもと行われる療法士による身体障害者手帳申請に関わる計測 

 ・各検査部門のデータ品質管理 

2.勤務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施。 

3.前日の終業時刻と翌日の始業時刻の間の一定時間の休息時間の確保。 

 

○看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する取組内容/業務の見直し 

・看護補助者、助手、クラークの配置による看護職員の負担軽減 

・看護職員と多職種との業務分担 

・時間外労働が発生しないような業務量の調整 

・業務量に応じた多様な勤務形態の導入 

 ・安定的な欠員補充と定着促進 

■外来適正化の取り組み 

・予約制の実施、逆紹介の推進、地域連携の強化 

■産休、育休制度 

・男性育休の取得推進 

■有給休暇、特別休暇の利用促進 

■短時間勤務制度 

 ・妊娠、子育て中、介護中の職員職員に対する配慮 

■ワークライフバランスの推進 

 



看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する取り組み事項 

 

 

1.看護職員の負担軽減及び処遇改善に資する体制 

 1）看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する責任者 

   看護部長 

 2）看護職員の勤務状況の把握等 

   勤務時間 平均週 34時間 30分（Ｒ6年 4月時点） 

   夜勤に係る配慮 

   ①勤務後の暦日の休日確保 

   ②勤務希望に沿った勤務計画表の作成 

   ③仮眠時間の確保 

 3）看護職員の負担軽減及び処遇改善に資する計画 

   計画の策定、年１回の見直し 

   職員に対する計画の周知 

2.看護職員の負担軽減及び処遇改善に資する具体的な取組内容 

 1）業務量の調整 

  業務量に応じた多様な勤務形態の導入 

 2）看護職員と他職種との業務分担 

  リハビリ職種・管理栄養士・医療相談員・臨床検査技師・放射線技師・薬剤師 

  医師事務作業補助者 

 3）看護補助者の配置 

 4）病棟クラークの配置 

 5）妊娠・子育て中、介護中の看護職員に対する配慮 

①夜勤の減免制度 ②育児休暇明け短時間勤務 ④半日・時間単位休暇制度 

⑤時間外労働が発生しないよう業務内容の調整 ⑥他部署等への配置転換 

 6）夜勤における看護業務の負担軽減 

  ①看護補助者の夜間配置  ②夜勤上限 72時間/月設定 ③夜勤翌日の休暇   

 ④業務量に応じては中遅番・遅番・早番勤務の導入 ⑤夜勤連続回数は 2回まで 

⑥勤務希望に配慮した勤務表作成⑦11時間以上の勤務間隔の確保 

 7）安定的な欠員補充と定着促進 

  ①欠員補充の継続実施 

②定期的な懇親会と入職後フォロー・教育 

計画期間 2024年４月１日～2025年 3月 31日までの１年間 

                          

 

 2024年４月 新上三川病院 

                          急性期補助者業務改善委員会 

    


